2024年度　自己評価

１　保育の計画性

　週日案、月案、保育マップ型記録、ウェブ記録、エピソード記録、ラーニングストーリー、指導案等、保育の計画、専門的記録が日常の保育にしっかりと位置づき、機能している。来年は、各学年が年間カリキュラムを作成できる体制を整えていきたい。

２　保育の在り方、幼児への対応

　緊張の高い子どもたちが、それぞれリラックスし、自分を大切な存在としてクラスに所属意識を持つ様子があった。さまざまな特性を持つ子について、一人一人の保育者が焦ることなくその心を受け止め、導いている結果である。

３　保育者としての資質や能力・良識・適性
　
　一人一人を大切にするということは、多くの変数を身の内に受け止め、耐え、バランスを取り、クラスを動かしていく能力を必要とする。これは、実際のところ至難の業である。子ども側の変数が高まるばかりである昨今、それぞれの保育者の強みと苦手をチームによって乗り越えていく必要がある。

４　地域の自然や社会とのかかわり

　生き物が苦手な若手保育者、保護者が急速に増えつつある。小さな感動から、自然へのしたしみが生まれるよう、学びの環境を整えていく必要がある。また、危機管理上の問題も浮上してくる可能性があるので、個々の経験知に頼らない危機感管理体制が求められる。
保幼少連携事業については、子ども観の違いをどう埋めていくのかが課題である。

５　研修と研究
　
　本年度も外部講師による園内研修を行い、保育の質についてこだわった思考を重ねることができた。特に新人の育成を一人一人の保育者の課題として持ち、考える出発点に立てたことは大きい。若草幼稚園の教育文化に触れ、馴染み、理解し、実践していくルートにおいて、何が必要なのか考え合い、環境を整えようと具体的に動いていくことができた。
また、自身の実践を研究としてまとめる機会を持つことで、保育の質を高めていくことにつながっている。
　
